
 

① QI 予測値と補正値の算出（参考値） 

適切なリスク調整の計算には、事業所の全利用者のアセスメントデータが取得され

ている必要があるが、研究参加からの時間が短く全利用者のアセスメントが網羅され

ている事業所は少なかった。 

このため、入力利用者数が 10 人未満の 9 事業所、および 10 人以上であっても入力

率が 15%未満の 4 事業所を除外した 8 事業所を対象に、参考値として 23 の QI の予測

値および補正値を算出した(図 5 から図 27)。ただし、外傷の発生については該当者が

少なく予測値、補正値の計算が不可能であるため算出していない。 

 

  



     



     





     





     



 


